



　現在のベトナム社会科学院（Vietnam Academy of Social Sciences）は、フラン





（ハノイ）日本文化会館（Institut Culturel du Japon）」蔵書印をもつ資料の一群が


























































































































1941年度： 3 月から 3 ヶ月黒田常務理事が仏印、 タイで調査（嘱託、村松嘉津随行）。 仏印向移
動写真展出陳の壁画写真寄贈。 仏印との教授交換、 遠東学院教授哲学博士ヴィクトル・ ゴルー









2 回分準備中。 仏印現代美術の日本への斡旋事業を仏印政府より斡旋依頼、 承諾して、 展覧会
を企画するとともに、 安南人画家 3 名の招聘決定。 写真による移動展覧会を仏印各地で開催、
日本事情紹介に務めた。（昭和17年度事業概況より）
1943年度： 5 月に東京帝室博物館から古美術品31点発送。 7 月、仏印現代美術展を開催、安南
画家 3 名招聘。仏印現代美術展を東京、大阪、神戸、 京都、 福岡等で開催。 日仏印交換教授と
して、 ハノイ医科大学長アンリ・ ガリヤール博士を仏印側第 2 回交換教授とし、各地大学で講
演会を開催。進行中の日仏印美術品交換事業では 9 月にサイゴンのプランシャール・ド・ ラプ
ルス博物館で交換式。 仏印側の美術品はまもなく日本へ発送予定。 日仏印定期刊行物交換は、
1943年度第 8 回、 9 回、10回で計378冊到着、国内大学に配布。日本からは第12回分186冊、13
回から17回分として321冊送付。 医学雑誌交換は日本から第 3 回分66冊、 仏印から第 1 回分、



















































































































































































































（ 5 ）高橋力丸「思想戦としての国際文化交流」（『社会科学研究科紀要別冊』 2 号、1998年 3
月）、芝崎厚志『近代日本と国際文化交流』（有信堂高文社、1999年 8 月）。
（ 6 ）拙著『書物の日米関係』（新曜社、2007年 2 月）。




（10）横山正幸「日仏印文化交換に就て」（『日仏文化』第 9 集、1944年 3 月）。
（11）同文書の詳細な目録は拙著「発信される日本　KBS 戦前文書のリテラシー史的意味」（『リ







（15）「戦時内閣は考えず　首相言明」（『朝日新聞』1943年 2 月19 日、夕刊）、及び「大東亜省
追加予算を検討」（『読売新聞』1943年 1 月12 日、朝刊）。
（16）「蒋軍には万全の備え　文化会館は 3 月開く　芳沢駐仏印大使談」（『読売新聞』1943年 3
月10日、朝刊）。
（17）「仏印に日本文化会館　ハノイ特電」（『読売新聞』1943年 3 月25 日、朝刊）。
（18）「仏印にも日本文化会館」（『朝日新聞』1943年 4 月17 日、朝刊）。
（19）「東亜の紐帯いよいよ固し　仏印全面協力へ　大使府独自の活躍期待さる」（『読売新聞』
1943年 4 月11 日、朝刊）。















（29）杉山直治郎「ノヱル・ペリーの生涯と業績」（『日仏文化』第 9 集、1944年 3 月）。
（わだ・あつひこ／早稲田大学）
